
ウクライナでの抑留体験を語る故伊藤

康彦さん＝4月22日、福岡市

ウクライナ抑留者口侵攻に心痛
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冊
歳
男
性
「
過
去
か
ら
学
ん
で
」

第
2
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
旧
ソ
連
が
旧
日
本
軍
捕
虜
ら
を
強
制
労
働
さ

′
せ
た
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
。
実
際
の
抑
留
地
は
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央
ア
ジ
ア
な

ど
広
範
囲
に
及
ぶ
。
5
月
に
1
0
0
歳
で
亡
く
な
っ
た
伊
藤
康
彦
さ
ん
＝
福

岡
市
＝
は
、
日
本
か
ら
約
8
0
0
0
㌔
離
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
連
行
さ
れ

た
。
生
前
の
取
材
に
「
ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
は
心
が
痛
む
。
ま
た
捕
虜
が
抑
留

さ
れ
る
の
で
は
」
と
悲
痛
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

街

伊
藤
さ
ん
は
1
9
4
4
年
1
0
月
、
1
9

歳
で
召
集
さ
れ
、
旧
陸
軍
に
入
隊
。
朝

・
鮮
半
島
に
渡
り
、
京
城
（
現
ソ
ウ
ル
）

で
訓
練
を
受
け
た
。
4
5
年
8
月
1
5
日
。

強
い
日
差
し
の
中
、
平
壌
で
玉
音
放
送

を
聞
い
た
。
ノ
イ
ズ
が
多
く
聞
き
取
り

づ
ら
か
っ
た
が
、
上
官
の
説
明
で
敗
戦

と
知
っ
た
。
信
じ
ら
れ
な
か
、
つ
た
。

同
年
9
月
、
武
装
解
除
さ
れ
た
後
に

平
壌
近
郊
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
ソ

連
兵
の
兵
舎
を
整
備
す
る
作
業
に
従

事
。
4
6
年
夏
、
ソ
連
兵
か
ら
「
ダ
モ
イ

（
帰
国
）
だ
」

と
言
わ
れ
、
半

島
東
部
の
港
町

か
ら
船
に
乗
っ

た
。
日
本
に
向

か
う
な
ら
、
陸

地
は
右
側
に
見

え
る
は
ず
。
だ

が
、
実
際
に
は

「
ず
っ
と
左
側

に
見
え
た
」
。

伊
藤
さ
ん
が
抑
留
さ
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ

船
は
北
上
を
続
け
、
だ
ま
さ
れ
た
こ
と

に
気
付
い
た
。

着
い
た
の
は
ソ
連
沿
岸
部
。
収
容
施

設
で
全
裸
に
さ
れ
て
並
べ
ら
れ
、
身
体

検
査
を
受
け
た
。
身
長
1
6
0
誓
未
満

の
伊
藤
さ
ん
を
は
じ
め
、
小
柄
な
人
や

病
弱
な
人
は
同
じ
貨
車
に
乗
せ
ら
れ

た
。
体
格
の
良
い
仲
間
は
シ
ベ
リ
ア
に

送
ら
れ
た
と
後
で
知
っ
た
。

約
1
カ
月
後
、
伊
藤
さ
ん
ら
が
乗
っ

た
貨
車
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ア
ル
テ
ョ
モ

フ
ス
ク
（
現
パ
フ
ム
ト
）
に
到
着
。
冬

は
氷
占
竿
1
5
度
を
下
回
る
極
寒
の
地

で
、
戦
争
で
壊
れ
た
家
の
れ
ん
が
拾
い

な
ど
を
さ
せ
ら
れ
た
。

収
屠
所
か
ら
は
遠
く
に
炭
鉱
が
見
え

た
。
同
じ
く
炭
鉱
が
あ
る
故
郷
の
福
岡

・
飯
塚
の
風
景
と
重
な
り
、
望
郷
の
思

い
が
強
ま
っ
′
た
。
宿
舎
で
毎
晩
の
よ
う

に
話
し
た
男
性
も
「
子
ど
も
が
い
る
か

ら
帰
り
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
が
、
あ

る
日
の
朝
、
隣
で
冷
た
く
な
っ
て
い

た。
炭
鉱
で
は
日
本
人
捕
虜
も
働
か
さ
れ

て
お
り
、
体
調
不
良
者
が
出
る
と
、
伊

藤
さ
ん
と
同
じ
収
容
所
に
運
ば
れ
た
。

約
4
0
人
が
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
立
っ
た

ま
ま
移
送
さ
れ
、
着
く
頃
に
は
5
、
6

人
は
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
「
材

木
の
よ
う
な
ひ
ど
い
扱
い
だ
っ
た
」

4
7
年
秋
、
ソ
連
兵
か
ら
再
び
「
ダ
モ

イ
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
ど
う
せ
う
そ
だ

と
思
う
た
が
、
貨
車
で
約
1
カ
月
か
け

て
層
東
の
港
ナ
ホ
ト
カ
に
送
ら
れ
、
引

き
揚
げ
船
で
京
都
・
舞
鶴
に
着
い
た
。

「
震
え
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
」
。
帰

国
後
は
銀
行
な
ど
で
働
き
、
退
職
し
て

か
ら
は
元
抑
留
者
ら
で
つ
く
る
団
体
で

語
り
部
と
な
っ
た
。

今
年
4
月
に
取
材
に
応
じ
た
伊
藤
さ

ん
は
「
故
郷
に
帰
り
た
い
と
思
い
続
け

た
抑
留
生
活
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て

い
た
。
2
0
2
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
「
ど
う
し

て
戦
争
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
。
起
こ

さ
な
い
方
法
を
過
去
か
ら
学
び
取
っ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
た
。

だ
ま
さ
れ
た
帰
国
、
故
郷
思
い
続
け


